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第１章 大気質 

 

水面の埋立てによる大気汚染 

 

(1) 概  要 

工事中における水面の埋立てに起因する粉じんについて検討を行った。 

 

(2) 調  査 

既存資料により、現況の把握を行った。 

 

ア  調査事項 

・気象（風向・風速）の状況 

・粉じんの状況 

 

イ  調査方法 

(ｱ) 気象（風向・風速）の状況 

風向・風速は、名古屋市内に設置された常監局の中で、事業予定地に最も近い白水小

学校（図 2-1-1 参照）における令和 2 年度の測定結果の資料収集によった。 

 

(ｲ) 粉じんの状況 

粉じんの状況として、降下ばいじん量の調査結果について、事業予定地に近接する東

海市域で、事業予定地に最も近い一番畑保育園（図 2-1-1 参照）における令和 2 年度の

測定結果の資料収集によった。 

 

ウ  調査結果 

(ｱ) 気象（風向・風速）の状況 

白水小学校における風配図は図 2-1-2 に、月別平均風速は図 2-1-3 に、異常年検定

の結果は、資料３－１（資料編 p.56）に示すとおりである。 

これによると、白水小学校における主風向は北北西（NNW）であり、年間平均風速は 2.1

ｍ/s である。 
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図 2-1-1 気象及び粉じん調査地点 

出典）「大気汚染常時監視結果」（愛知県ウェブサイト） 

「降下ばいじん調査結果ダウンロード」（愛知県ウェブサイト） 
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注）図中の CALM は静穏（0.4ｍ/ｓ以下の風速）の割合を示す。 
出典）「大気汚染常時監視結果」（愛知県ウェブサイト） 

図 2-1-2 白水小学校における風配図（令和 2 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「大気汚染常時監視結果」（愛知県ウェブサイト） 

図 2-1-3 白水小学校における月別平均風速（令和 2 年度） 
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(ｲ) 粉じんの状況（降下ばいじん量） 

一番畑保育園（東海市）における過去 5 年間の降下ばいじん量の経年変化は、図 2-

1-4 に示すとおりである。これによると、降下ばいじん量の年平均値は、2.7～3.4t/km2・

月の範囲にあり、大きな増減はなく 3t/km2・月前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「降下ばいじん調査結果ダウンロード」（愛知県ウェブサイト） 
 

図 2-1-4 一番畑保育園（東海市）における降下ばいじん量の経年変化 

 

(3) 予  測 

ア  予測事項 

水面の埋立てによる粉じん濃度（季節別降下ばいじん量） 

 

イ  予測対象時期 

予測対象時期は、水面の埋立てによる降下ばいじん量の 3 ヶ月間平均排出量が最大と

なる工事着工後 13～15 ヶ月目とした。（資料１－２（資料編 p.7）参照） 

予測対象時期に該当する工事内容は、表 2-1-1 に示すとおりである。 

 

表 2-1-1 予測対象時期における工事内容 

工 事 内 容 工 事 期 間 

最下流護岸工 護岸工 工事着工後 13～15 ヶ月目 

左岸側工事 
仮設盛土、河道内仮締切、 

地盤改良、応力遮断 
工事着工後 13～15 ヶ月目 

 

ウ  予測場所 

事業予定地周辺とし、50ｍメッシュの格子点で予測を行った。予測高さは、地上 1.5

ｍとした。なお、評価は、施工区域の外側とした。 
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エ  予測方法 

(ｱ) 予測手法 

水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測は、図 2-1-5 に示す手順のとおり、「道路

環境影響評価の技術手法 平成 24 年度改訂版」（国土交通省、独立行政法人 土木研究

所，平成 25 年）（以下、「技術手法」という。）に基づく、プルーム式を基本とする経験

式による予測とした。（予測式等の詳細は、資料３－２（資料編 p.57）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-5 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測手順 

 

(ｲ) 予測条件 

気象条件の設定 

風向・風速は、白水小学校における令和 2 年度の風向・風速の測定結果を基に設定し

た。なお、予測にあたっては、風速をべき乗則注）により、排出源高さの風速に補正した

上で、建設機械の稼働時間帯（9～17 時）における季節別風向出現割合及び季節別風向

別平均風速を設定した。（べき乗則等は資料３－３（資料編 p.59）、気象条件の詳細は資

料３－４（資料編 p.60）参照） 

 

排出源条件の設定 

(a) 排出源の範囲 

排出源の範囲は、施工区域のうち、工事着工後 13～15 ヶ月目に建設機械の稼働が可能

な範囲（工事範囲）とし、図 2-1-6 に示すとおりである。 

 

 

注）「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター，平成 12 年） 

工事計画の概要 
 ・工事区分、位置、延長 
 ・想定される主な工種 

工事種別・作業の選定 
作業に対応する建設機械の組合せ 
（ユニット）及びその数の設定 

施工範囲とユニットの配置 

季節別風向別降下ばいじん量 

年間工事日数 

季節別平均月間工事日数 気象データ（風向・風速）

季節別降下ばいじん量 
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工種 作業内容 種別 ユニット

高圧噴射撹拌工 高圧噴射攪拌 1

浅層地盤改良 粉体噴射攪拌 3

仮設盛土 築堤 法面整形工 法面整形（掘削部） 1

河道内仮締切 既製杭工 ディーゼルパイルハンマ 1

パラペット撤去 構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し（非散水） 1

築堤 法面整形工 法面整形（掘削部） 1

応力遮断 深層地盤改良 団結工 深層混合処理（CDM工法） 1

粉じんが発生する作業 技術手法に記載の工種及びユニット
ユニット数

地盤改良 団結工

河道内仮締切

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-6 降下ばいじんの排出源の範囲（工事範囲） 

 

(b) 排出量の算定 

予測対象とする工事作業のユニット（作業単位を考慮した建設機械の組み合わせ）は、

本工事において粉じんが発生する工種を抽出し、技術手法に掲載されている工事種別・

ユニットのうち、作業内容が類似と考えられる工事種別・ユニットに置き換えた。 

抽出した工種、置き換えた工事の種類、ユニット及びその数は、表 2-1-2 に示すとお

りである。 

 

表 2-1-2 予測対象とした工事の種類及びユニット 
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基準降下ば
いじん量

降下ばいじ
んの拡散を
表す係数

ユニット近
傍での降下
ばいじん量

種別 ユニット a c t/km2/8h

高圧噴射攪拌 - - 0.04

粉体噴射攪拌 9,200 2.0 -

法面整形工 法面整形（掘削部） - - 0.07

既製杭工 ディーゼルパイルハンマ 12,000 2.0 -

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し（非散水） 13,000 2.0 -

法面整形工 法面整形（掘削部） - - 0.07

団結工 深層混合処理（CDM工法） - - 0.12

団結工

技術手法に記載の工種及びユニット

① 基準降下ばいじん量及び降下ばいじんの拡散を表す係数 

予測計算に用いる基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c は、表 

2-1-3 に示すとおりである。 

なお、対象とする工事着工後 13～15 ヶ月目の季節は未定のため、四季を通じて発生量

は同一として算出した。 

 

表 2-1-3 基準降下ばいじん量 a 及び降下ばいじんの拡散を表す係数 c 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「道路環境影響評価の技術手法 平成 24 年度改訂版」(国土交通省、独立行政法人 

土木研究所，平成 25 年) 

 

② 降下ばいじんの成分 

降下ばいじんの成分は主に作業場所の土壌に由来するため、ボックス工事のヘドロ掘

削時等においては、ヘドロに含まれる有害物質が粉じんとして飛散する可能性があるが、

その他の工事においては粉じんに有害物質が含まれることはない。 

 

オ  予測結果 

降下ばいじん量の予測結果は、表 2-1-4 及び図 2-1-7 に示すとおりである。 

また、本工事において、ヘドロが露出する時間をできる限り短くなるように施工する

計画であることから、ヘドロに含まれる有害物質が粉じんとして飛散し、周辺環境に影

響を及ぼすことは無いと予測される。 

 

表 2-1-4 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測結果（最高濃度出現地点） 

予測地点 
降下ばいじん量(t/km2・月) 

春季 夏季 秋季 冬季 

最高濃度 

出現地点 
0.9 1.1 1.7 1.7 
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図 2-1-7(1) 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測結果（春季） 
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図 2-1-7(2) 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測結果（夏季） 
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図 2-1-7(3) 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測結果（秋季） 
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図 2-1-7(4) 水面の埋立てによる降下ばいじん量の予測結果（冬季） 
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(4) 環境の保全のための措置 

本事業の実施にあたっては、以下に示す環境の保全のための措置を講ずる。 

・工事現場内では、工事の状況を勘案して散水を実施する。 

・工事用運搬車両のタイヤに付着した泥・土の飛散を防止するために、工事関係車両

の出入口付近に水洗いを行う洗車設備を設置する。 

・工事関係車両の出入口付近に適宜清掃員を配置し、清掃に努める。 

・土砂の運搬作業では、必要に応じて、運搬車両に飛散防止シート掛け等を行う。 

・ボックス工事等において、ヘドロ層を含む底質が露出する期間が生じるが、露出す

る時間をできる限り短くなるよう工程計画を検討する。 

・工事の実施にあたっては、施工業者間で連絡調整を行うとともに、情報共有を緊密

に行えるような体制づくりに努める。 

・周辺の住民等に対し、事前に工事内容を丁寧に説明するとともに、苦情等が発生し

た場合には適切に対応するなどの措置を講ずる。 

 

(5) 評  価 

予測結果によると、施工区域の境界上における水面の埋立てによる降下ばいじん量の

最高濃度の予測結果（季節別）は 0.9～1.7t/km2・月である。 

技術手法で示されている「住民の生活環境を保全することが特に必要な地域の参考値」

との対比を行った結果、降下ばいじん量は、参考値 10t/km2・月を下回る。 

本事業の実施においては、工事現場内では、工事の状況を勘案して散水を実施する等

の環境の保全のための措置を講ずるとともに、ヘドロ層を含む底質が露出する期間をで

きる限り短くなるよう工程計画を検討することにより、周辺の環境に及ぼす影響の低減

に努める。 
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建設機械の稼働による大気汚染 

 

(1) 概  要 

工事中における建設機械の稼働に起因する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度につ

いて検討を行った。 

 

(2) 調  査 

既存資料により、現況の把握を行った。 

 

ア  調査事項 

・気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況 

・大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

 

イ  調査方法 

(ｱ) 気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況 

風向・風速の調査方法は、1-1「水面の埋立てによる大気汚染」（1-1 (2) イ (ｱ)「気

象（風向・風速）の状況」（p.125）参照）に示すとおりである。 

日射量・雲量については、令和 2 年度の名古屋地方気象台における測定結果を資料収

集し、上記の風速と合わせて、表 2-1-5 に示すパスキル大気安定度階級分類（日本式）

により、大気安定度階級の出現頻度としてとりまとめた。 

 

表 2-1-5 パスキル大気安定度階級分類（日本式） 

風 速 
［地上 10ｍ］
（ｍ/ｓ） 

日射量（cal/cm2・h） 本 曇 
［8～10］ 

（日中・夜間） 

夜 間 

≧50 49～25 ≦24 
上層雲［5～10］ 
中・下層雲［5～7］ 

雲 量 
［0～4］ 

＜2 Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｄ (Ｇ) (Ｇ) 

2～3 Ａ－Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

3～4 Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ 

4～6 Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

6＜ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

注)1:日射量については原文が定性的であるので、これに相当する量を推定して定量化した。 

注)2:夜間は日の入り前 1 時間から日の出後 1 時間の間を指す。 

注)3:日中、夜間とも本曇（8～10）のときは風速のいかんにかかわらず中立状態Ｄとする。 

注)4:夜間（注 2）の前後 1 時間は雲の状態いかんにかかわらず中立状態Ｄとする。 

出典）「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター，平成 12 年） 

 

(ｲ) 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質は、名古屋市内に設置された常監局の中で、

事業予定地に最も近い白水小学校における測定結果の資料収集によった。 
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ウ  調査結果 

(ｱ) 気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況 

風向・風速の状況は、1-1「水面の埋立てによる大気汚染」（1-1 (2) ウ (ｱ)「気象（風

向・風速）の状況」（p.125）参照）に示すとおりである。 

また、大気安定度階級の出現頻度は、表 2-1-6 に示すとおりであり、中立（Ｄ）が約

64％を占めている。 

 

表 2-1-6 大気安定度階級の出現頻度（令和 2 年度） 

大気安定
度階級 

不安定 中立 安定 

Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 

出現頻度
（％） 

1.7 4.7 5.1 1.3 2.9 0.9 64.3 2.7 4.1 12.2 
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窒
素
酸
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酸
化

窒
素

濃
度

（
年
平

均
値

）

(年度)

(ppm)

窒素酸化物 二酸化窒素

環境基準との対比 環境目標値との対比

(ppm) (日) (％) (日) (％) (ppm) (ppm)

0.014 0 0.0 1 0.3 0.067 0.032 ○

年平均値
１時間値
の最高値

日平均値の
年間98%値

環境基準・環境
目標値の達成状況

○：達　成
×：非達成

日平均値が0.06ppmを超
えた日数とその割合

日平均値が0.04ppmを超
えた日数とその割合

(ｲ) 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

窒素酸化物・二酸化窒素 

白水小学校における平成 28～令和 2 年度の窒素酸化物濃度及び二酸化窒素濃度の経

年変化は、図 2-1-8 に示すとおりである。これによると、窒素酸化物濃度は、緩やかな

減少傾向を示している。 

また、令和 2 年度における白水小学校の二酸化窒素濃度測定結果を環境基準及び名古

屋市の大気汚染に係る環境目標値と比較すると、表 2-1-7 に示すとおりであり、環境基

準及び環境目標値ともに達成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「大気汚染常時監視結果」（愛知県ウェブサイト） 

図 2-1-8 白水小学校における窒素酸化物及び二酸化窒素濃度の経年変化 

 

表 2-1-7 白水小学校における二酸化窒素濃度測定結果（令和 2 年度） 

 

 

 

 

 

注)1:環境基準の評価方法は、「1日平均値の低い方から98％に相当する値が、0.04～0.06ppmのゾーン

内又はそれ以下であること。」である。 

注)2:環境目標値の評価方法は、「1日平均値の低い方から98％に相当する値が、0.04ppm以下であるこ

と。」である。 

出典）「令和2年度 大気汚染常時監視結果」（名古屋市ウェブサイト） 
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環境基準並びに環境目標値との対比

(㎎/m
3
) (時間) (％) (日) (％) (㎎/m

3
) (㎎/m

3
)

0.015 0 0.0 0 0.0 0.128 0.040 ○

年平均値
１時間値
の最高値

日平均値の
2%除外値

環境基準・環境
目標値の達成状況

(長期的評価)
○：達　成
×：非達成

1時間値が0.20mg/m3を超
えた時間数とその割合

日平均値が0.10mg/m3を
超えた日数とその割合

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

H28 H29 H30 R1 R2浮
遊
粒

子
状

物
質

濃
度

（
年

平
均

値
）

(年度)

(mg/ｍ3)

浮遊粒子状物質 

白水小学校における平成 28～令和 2 年度の浮遊粒子状物質濃度の経年変化は、図 2-

1-9 に示すとおりであり、浮遊粒子状物質濃度は、緩やかな減少傾向を示している。 

また、令和 2 年度における白水小学校の測定結果を環境基準及び名古屋市の大気汚染

に係る環境目標値と比較すると、表 2-1-8 に示すとおりであり、環境基準及び環境目標

値ともに達成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「大気汚染常時監視結果」（愛知県ウェブサイト） 

図 2-1-9 白水小学校における浮遊粒子状物質濃度の経年変化 

 

表 2-1-8 白水小学校における浮遊粒子状物質濃度測定結果（令和 2 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:環境基準及び環境目標値（市民の健康の保護に係る目標値）の長期的評価方法は、「1日平均値の

高い方から2％の範囲内にあるものを除外した値が、0.10㎎/ｍ3以下に維持されること。ただし、1日

平均値が0.10㎎/ｍ3を超えた日が2日以上連続しないこと。」である。 

注)2:環境目標値（快適な生活環境の確保に係る目標値）の評価方法は、「年平均値が0.015㎎/ｍ3以下 

であること。」である。 

出典）「令和 2 年度 大気汚染常時監視結果」（名古屋市ウェブサイト） 

  




